
議会 市政の報告
　

こ
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
五
條
市
を
愛
し
、
発
展
を
願
う

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
祝
う
た
め
、
50
周
年
の
記

念
式
典
や
記
念
事
業
を
行
い
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
関
係
各
位

の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。道

路
行
政

　

次
に
、「
ま
ち
の
活
性
化
」を
図
る

施
策
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
ず
、「
道
路
行
政
」に
つ
き
ま
し

て
は
、
京
奈
和
自
動
車
道
の
五
條
道

路
が
暫
定
２
車
線
で
全
線
開
通
し
、

ま
た
、
大
和
・
御
所
道
路
の
大
和
区

間
を
つ
な
ぐ
御
所
区
間（
橿
原
・
大

和
高
田
イ
ン
タ
ー
＝
仮
称
か
ら
五
條

北
イ
ン
タ
ー
間
）は
、
昨
年
10
月
に

起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
こ
と
は
ご

案
内
の
と
お
り
で
あ
り
、
今
後
、
早

期
開
通
に
向
け
国
と
一
体
と
な
り
鋭

意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
国
道
24
号
の
拡
幅
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
国
と
一
体
と
な
り

用
地
交
渉
を
精
力
的
に
行
っ
て
お

り
、
す
で
に
、
本
陣
交
差
点
か
ら
市

役
所
下
交
差
点
の
１
工
区
の
地
権
者

お
よ
び
所
有
者
か
ら
複
数
の
契
約
締

結
に
い
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
、
国
と
連
携

し
て
用
地
交
渉
を
行
う
と
と
も
に
、

全
線
１
，
３
５
０
メ
ー
ト
ル
の
整
備

に
つ
き
ま
し
て
も
、
早
期
実
現
に
向

け
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
地
域
高
規
格
道
路「
五
條

新
宮
道
路（
五
條
市
域
）」に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
８
月
末
に
現
道
の
国

道
１
６
８
号
お
よ
び
３
１
０
号
に

よ
っ
て
五
條
イ
ン
タ
ー
へ
ア
ク
セ
ス

す
る
ル
ー
ト
帯
を
基
本
に
調
査
を
進

め
て
い
く
こ
と
で
合
意
さ
れ
、現
在
、

県
に
お
い
て
本
陣
交
差
点
か
ら
国
道

３
１
０
号
五
條
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
予

備
設
計
が
発
注
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、

国
お
よ
び
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会

社
等
の
関
係
機
関
と
協
議
が
進
め
ら

れ
る
予
定
で
あ
り
、
事
業
の
早
期
実

現
に
向
け
て
、
さ
ら
に
県
に
働
き
か

け
る
と
と
も
に
国
へ
の
陳
情
も
強
め

て
ま
い
り
ま
す
。

街
な
み
環
境
整
備
事
業

　

次
に
、
新
町
地
区
の「
街
な
み
環

境
整
備
事
業
」に
つ
い
て
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。

　

修
景
施
設
整
備
補
助
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
年
度
で
９
件
の
申
請

を
受
け
、
う
ち
６
件
が
完
了
し
ま
し

た
。
こ
れ
で
46
件
を
整
備
し
、
歴
史

的
な
町
並
み
の
景
観
整
備
が
進
ん
で

お
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
も
貴
重
な
伝
統
的
町
並

み
を
保
存
・
活
用
し
、
歴
史
と
文
化

を
継
承
す
る
住
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
て
、10
年
度
か
ら
事
業
に
着
手
し
、

こ
れ
ま
で
に
道
路
や
排
水
施
設
の
美

装
化
等
の
整
備
な
ど
、
地
域
と
行
政

が
一
体
と
な
り
、
次
世
代
に
伝
え
る

街
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

同
時
に
、
街
な
み
伝
承
施
設
や
民

族
資
料
館
な
ど
は
、
地
域
に
お
け
る

江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史
の
発
信
と
市

民
の
文
化
交
流
の
場
と
し
て
親
し
ま

れ
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

の
活
動
協
力
も
い
た
だ
き
、
市
内
外

か
ら
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
を

さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

公
園
整
備
事
業

　

次
に
、「
公
園
整
備
事
業
」の
う
ち
、

五
條
中
央
公
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
、
公
園
メ
イ
ン
入
口
、
市
斎
場

に
隣
接
す
る
公
園
西
側
の
造
成
お
よ

び
植
栽
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
サ
ク
ラ
や

モ
ミ
ジ
の
記
念
植
樹
の
募
集
を
し
て

お
り
、
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

五
條
中
央
公
園
等
整
備
推
進
委
員

会
か
ら
は
、
１
月
30
日
に
感
謝
の
碑

を
建
立
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
、

サ
ク
ラ
や
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
を
合
わ
せ
て

約
１
０
０
本
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

次
に
、「（
仮
称
）５
万
人
の
森
公
園

事
業
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、

駐
車
場
、
芝
生
広
場
、
植
栽
な
ど
を

整
備
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
セ
ン
タ
ー
コ
ア
ゾ
ー
ン

等
の
整
備
を
行
い
、
20
年
度
か
ら
の

供
用
開
始
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

地
籍
調
査
事
業

　

次
に
、「
地
籍
調
査
事
業
」に
つ
い

て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
調

査
を
進
め
て
お
り
ま
す
５
地
区
の
う

ち
、
本
町
１
丁
目
・
新
町
３
丁
目
の

各
一
部
地
区
、
野
原
東
２
丁
目
の
一

部
地
区
お
よ
び
西
吉
野
町
宗
川
野
・

西
野
の
各
一
部
地
区
の
３
地
区
に
つ

き
ま
し
て
は
、
調
査
が
終
了
し
、
西

阿
田
町
・
東
阿
田
町
の
各
一
部
地
区

お
よ
び
西
吉
野
町
宗
川
野
・
茄
子
原

の
各
一
部
地
区
の
２
地
区
に
つ
き
ま

し
て
も
、
19
年
度
で
調
査
が
終
了
す

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
19
年
度
か
ら
新
た
に
二
見

１
丁
目
・
２
丁
目（
Ａ
地
区
）の
各
一

部
地
区
、
二
見
２
丁
目
・
３
丁
目（
Ｂ

地
区
）の
各
一
部
地
区
の
２
地
区
を

調
査
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

下
水
道
事
業

　

次
に
、「
生
活
環
境
の
整
備
」に
関

す
る
取
り
組
み
の
う
ち
、「
下
水
道
事

業
」の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
の
公
共
下
水
道
の
普
及
率

は
、
今
年
度
末
で
53
パ
ー
セ
ン
ト
を

超
え
る
見
込
み
で
あ
り
、
さ
ら
に
市

民
の
生
活
環
境
な
ら
び
に
公
共
水
域

の
保
全
お
よ
び
環
境
保
護
の
向
上
を

目
指
し
、
よ
り
一
層
の
整
備
区
域
の

拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

人
権
行
政

　

次
に
、「
人
権
行
政
」の
取
り
組
み

の
う
ち
、
五
條
文
化
会
館
、
五
條
東

児
童
館
お
よ
び
五
條
東
老
人
憩
の
家

を
統
合
し
、
地
域
間
交
流
や
世
代
間

交
流
の
拠
点
と
な
る「
複
合
施
設
建

設
事
業
」に
つ
い
て
は
、
１
月
か
ら

建
設
工
事
に
着
手
し
、
本
年
11
月
末

の
完
成
に
向
け
て
整
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

観
光
行
政

　

次
に
、「
観
光
行
政
」の
取
り
組
み

に
つ
き
ま
し
て
は
、
合
併
に
よ
り
、

本
市
は
、
赤
谷
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ

場
、
夢
乃
湯
、
星
の
く
に
、
き
す
み

館
等
の
温
泉
、
宿
泊
施
設
や
新
町
の

歴
史
的
町
並
み
、
栄
山
寺
、
賀
名
生

皇
居
跡
な
ど
の
社
寺
や
史
跡
な
ど
、

多
く
の
観
光
資
源
を
有
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

観
光
客
の
誘
致
を
図
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
こ
れ
ら
豊
富
な
観
光
資
源

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
た
観
光
ル
ー

ト
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。障

害
者
施
策

　

次
に
、「
福
祉
行
政
」の
取
り
組
み

の
う
ち
、「
障
害
者
施
策
」に
つ
き
ま

し
て
は
、
障
害
者
の
方
々
が
住
み
慣

れ
た
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
、

�




